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これまでの施策における成果と課題について 

⚫ 世代交代、人材育成、技術継承が課題。一方、７年育成プランなどにより、安全・安定輸送を確保してきた

ことが成果。 

⚫ 保線設備技術センターに業務を集約することによって業務の重複を減らしてきた。 

⚫ 「庭先意識」が大事であり、モニタリングなどによって現場の状況把握がしやすくなった。今回の施策は「庭」

を広げるイメージ。 
 

安全性・安定性の維持・向上について 

⚫ レール折損が今年度多いという認識はあり問題視しているが、これまでの試験などから見ても、レール交換

の延伸が直接的な原因ではない。 

⚫ レール折損と、この間の施策の関連性は、これから分析する。鉄道総研とも連携している。 

⚫ 昨年は待避遅延が３件発生し、課題だと認識している。「触車事故防止要領」が分かりづらかったので改定

していく。 

⚫ これまではメンテナンス G が線路巡視していたが、工事戦略 G と一緒に現場に行くことで教育や新たな  

気づきが生まれる 
 

人材育成・人材確保について 

⚫ 人材育成は永遠のテーマ。OFF-JT は、その都度見直しを行ってきている。ON-JT については、「技術者  

育成プラン」を昨年見直して、個人の習得度にあわせた内容にしてきた。 

⚫ ２０２５年度の採用は、約 60人の入社を予定しており保線部門に必要な人材は確保される。一方で離職が

増えている。他社に比べて、離職率は低いものの、技術系社員の採用が厳しくなっていることから働き方な

どの環境改善が必要。 
 

体制と役割について 

⚫ 工事戦略 G とメンテナンス G を統合することにより、これまでの業務以外に関わることが増え、多面的にな

る。 

⚫ 安全企画 Gは、職場における要であり、各メセの特性もあることから、そのままの体制とする。 

⚫ 派出は廃止し、各保線センターやBASEが業務を担う。BASEの設置については、各本部・支社が判断する。 

⚫ 専門チームやプロジェクトチームは必要に応じて設置する。基本は通常業務であり、施策実施後も業務量 

総体は変わらない。 

⚫ 保線設備技術センターは１つの事業場であるため、センター内の異動は発令ではない。また在勤地指定も 

しない。 

 

 

 

 

 

交 渉 で 明 ら か に な っ た こ と （要 旨） 

 

申し入れ項目は 

THE MAIL NEWS 

No.176を参照 


